
もれなく投票を

投
票
日
は
8
月
7
日
で
す
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「カギかけは、家族みんなの合言葉」

「気をつけよう、甘い言葉と暗い道」

みんなで性犯罪やどろぼうの被害から

守りましょう。

宇治警察署

”－’－

1ｌ

衆議院京都府第2区選出議員補欠選挙

衆
議
院
京
都
府
第
二
区
選
出
議

員
補
欠
選
挙
は
、
い
よ
い
よ
七
日

の
日
曜
日
が
投
票
日
で
す
。

投
票
時
間
は
、
午
前
七
時
か
ら

あなたの一票を生かしましよう

午
生
八
時
ま
で
で
す
。
た
だ
し
、

第
1
7
（
笠
取
小
学
校
）
、
第
1
8
（
笠

取
第
二
小
学
校
）
投
票
所
は
、
午

後
五
時
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

誓
い
合
お
う
恒
久
平
和

ト
平
和
の
像
。
一
輪
を
高
く
か
か
げ

た
少
女
の
像
は
平
和
の
心
を
象
徴

し
て
い
る
。
（
市
役
所
本
館
前
）

8月15日に平和祈念集会

広
島
と
長
崎
に
原
爆
犯
雫

さ
れ
て
か
ら
三
十
八
年
。

日
ぷ
は
、
平
和
主
義
を
理
念

と
す
る
新
し
い
恩
法
の
も
と
に

再
出
発
し
、
二
度
と
戦
争
の
あ

や
ま
ち
か
で
り
返
さ
な
い
こ
と

奮
び
合
い
ま
し
た
。

1
示
し
、
時
が
流
れ
、
戦
後

の
世
代
が
多
く
な
る
に
つ
れ
で
。

あ
の
非
布
な
原
爆
や
戦
争
も
、

遠
い
昔
の
こ
と
に
な
ろ
ラ
と
し

て
い
ま
ず
。

い
ま
一
度
、
平
和
の
尊
さ
を

か
み
し
め
、
戦
争
を
知
ら
な
い

子
ｙ
に
石
た
ち
に
そ
の
悲
惨
さ
を

私
た
ち
の
意
見
を
国
会
に
反
映

さ
せ
る
た
め
、
も
れ
な
ぐ
清
き
一

票
夕
投
じ
ま
し
ょ
う
。

昼
炭
へ
は
、
鴛
雍
理
券
を

▲棄権はやめて、もれなく投票しましょう。

語
り
つ
ぎ
、
平
和
を
不
動
の
も

の
に
し
で
い
き
た
い
も
の
で
す
。

宇
治
市
平
和
都
市
推
進
協
議

会
で
は
、
原
爆
が
広
島
に
投
下

さ
れ
た
八
月
六
日
午
前
八
時
十

五
分
か
ら
と
、
長
崎
に
投
下
さ

れ
た
八
月
九
日
午
前
十
一
時
二

分
か
ら
、
「
希
望
の
鐘
」
兌
図

に
、
そ
れ
ぞ
れ
一
分
間
の
黙
と

う
を
さ
さ
げ
る
こ
と
を
呼
び
か

け
で
い
季
子
。

ま
た
、
終
戦
記
念
日
の
八
月

十
五
日
正
午
に
は
、
平
和
の
シ

ン
ボ
ル
で
あ
る
市
忿
臍
の
「
平

和
の
像
」
前
で
、
戦
争
犠
牲
者

の
め
い
福
と
世
界
の
恒
久
平
和

か
順
い
、
平
和
祈
念
集
心
一
を
開

き
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
参
加

を
お
願
い
し
ま
す
。

忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

な
お
、
紛
失
さ
れ
た
り
、
忘
れ

て
投
票
所
へ
行
か
れ
た
場
合
で
も
、

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
で
い
る

限
ぴ
投
票
が
で
き
ま
す
。
た
め
ら

わ
ず
に
投
票
所
へ
お
越
1
く
だ
さ

い
。

投
票
所

有
権
者
に
お
届
け
ず
る
混
毯

理
券
の
表
面
に
記
載
し
て
あ
り
ま

す
。
各
促
厨
、
及
び
所
在
地
は

下
表
の
と
お
り
で
す
。

投票所一覧

2
2

1
7
｀ 2
0

91 81 71 61 51 4
1 31 21 1

1
01

9 8 7 6 5 4 3 2
1 区
分

宇
治
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト

六
地
蔵
公
会
堂

小
倉
小
学
校
体
育
館

旦
椋
公
会
堂

笠
取
．
第
二
小
学
校
講
堂

219

観
光
・
宇
治
の
未
来
像
探
る

府
・
市
が
調
査
報
告

京
都
府
と
宇
治
市
で
は
、
こ
の
ほ
ど
、
観
光
・
宇
治
の
未
来
像
を
探
る
「
拠

点
観
光
地
の
整
備
計
画
等
に
係
る
調
査
報
告
書
」
を
ま
と
め
ま
し
た
。
同
報
告

書
は
、
市
内
を
五
つ
の
地
区
に
分
け
、
天
ケ
瀬
ダ
ム
周
辺
地
区
を
宇
治
川
上
流

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ゾ
ー
ン
に
位
置
づ
け
る
な
ど
、
地
区
ご
と
に
具
体
的
な
整

備
案
を
提
起
。
第
二
宇
治
橋
の
新
設
や
平
等
院
、
県
、
塔
の
川
各
通
り
の
町
並

整
備
、
さ
ら
に
は
太
陽
が
丘
か
ら
天
ヶ
瀬
ダ
ム
周
辺
部
へ
の
道
路
設
置
な
ど
、

将
来
の
観
光
・
宇
治
を
振
興
す
る
上
で
の
重
要
な
提
言
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
昭
和
五
十
六
年

一
月
の
「
京
都
府
観
光
基
本
構
想
」

に
基
づ
き
、
府
下
十
二
ヵ
所
の
拠

点
観
光
地
の
一
つ
に
位
置
づ
け
ら

れ
た
宇
治
地
区
に
つ
い
て
、
具
体

的
な
整
備
方
向
夕
探
る
こ
と
を
目

1
1
1
1
よ
Ｗ
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的
と
し
て
い
ま
す
。

将
来
へ
の
指
針

回
宇
治
地
区
（
宇
治
の
観
光
拠

点
ゾ
ー
ン
）
ム

宿
泊
施
設
な
芦
か
集
積
し
た
地
区

で
、
交
通
の
便
も
よ
く
、
観
光
・
宇

治
の
中
心
拠
点
と
な
っ
て
い
求
了
。

平
安
や
江
戸
時
代
風
の
落
ち
着

い
た
雰
囲
気
作
あ
詣
し
て
い
る

地
区
で
す
。
改
善
案
は
、
国
鉄
や

京
阪
駅
前
整
備
、
第
二
宇
治
橋
の

新
設
、
平
等
院
通
り
・
県
通
り
の

町
並
整
備
、
塔
の
川
通
り
の
石
だ

た
み
化
、
宇
治
橋
通
り
の
シ
ョ
″

ピ
ン
ク
モ
ー
ル
化
な
べ
思
い
切

っ
た
も
の
で
す
。

回
太
陽
が
丘
周
辺
地
区
（
ニ
ュ

ー
シ
ン
ボ
ル
ゾ
ー
ン
）
＝
国
鉄
宇

治
駅
か
ら
太
陽
が
立
の
間
は
、
公

共
施
設
が
集
積
し
、
文
化
、
ス
ポ

ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、

複
合
機
能
的
に
整
備
す
る
必
要
が

あ
り
未
了
。
明
る
い
太
陽
と
宇
治

茶
の
グ
リ
ー
ン
の
雰
囲
気
が
適
し

て
い
る
地
区
で
す
。

改
善
案
と
し
て
、
太
陽
が
丘
か

ら
天
ヶ
瀬
ダ
ム
周
辺
部
へ
の
道
路

新
設
、
「
至
暴
歴
史
文
化
セ
ン

タ
ー
」
の
設
置
構
想
な
ど
が
出
さ

れ
て
い
ま
す
。

回
黄
巣
・
木
幡
地
区
（
エ
キ
ゾ

チ
ッ
ク
ゾ
ー
ン
）
＝
観
光
資
源
が

少
な
ぐ
、
万
福
寺
周
辺
部
を
万
福

寺
の
も
つ
中
国
風
の
雰
囲
気
で
ま

と
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
し
て
、

府
道
入
口
や
黄
柴
駅
周
辺
に
中
国

風
桜
門
の
設
置
、
宇
治
川
か
ら
木

幡
池
公
園
へ
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ

ー
ド
設
置
、
松
殿
山
荘
の
一
般
公

開
な
芒
が
考
3
9
れ
て
い
ま
す
。

回
天
ヶ
瀬
ダ
ふ
周
辺
地
（
宇
治

川
上
流
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ゾ
ー

ン
）
＝
広
範
囲
な
野
外
活
動
型
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
地
と
し
て
の
開

発
が
期
待
で
き
る
地
区
で
す
。
キ

ャ
ン
プ
場
、
自
然
観
察
園
、
サ
イ

ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
の
整
備
、
喜
撰

山
ダ
ム
の
公
開
な
ど
が
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

回
笠
取
・
炭
山
地
区
（
体
験
・
研

修
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ゾ
ー
ン
）

1
地
場
産
業
の
振
興
、
京
Ｅ
バ
イ

パ
ス
建
設
の
残
土
処
分
地
夕
効
果

的
に
活
用
す
る
、
な
ど
の
基
本
方

針
忿
軸
に
、
研
修
施
設
の
誘
致
、

体
験
工
芸
施
設
の
整
備
や
、
三
室

戸
寺
、
醍
醐
寺
、
岩
間
寺
、
石
山
寺

の
西
国
札
所
め
ぐ
り
の
基
幹
ル
ー

ト
づ
く
匯
が
考
を
Ｅ
て
い
ま
す
。

ま
た
報
告
書
は
、
市
外
周
辺
部

と
結
ぶ
道
路
綱
の
整
備
や
、
市
内

に
大
規
模
駐
車
場
の
設
置
も
必
要

と
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
宇
治
観
光
協
会
の
社

団
法
人
化
や
、
第
三
セ
ク
タ
ー
方

式
の
「
宇
治
観
光
公
社
」
（
仮
称
）

の
設
立
か
提
言
し
て
、
管
理
・
運

営
組
織
の
強
化
を
は
か
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
当
面
、
六

十
三
年
の
国
体
に
向
け
て
、
官
民

が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
ま
た
婦
人
や
高

齢
者
、
身
体
障
害
者
な
ど
の
利
用

促
進
に
も
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
し
て
い
ま
す
。

将来の観光ネットワーク概念図
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七
月
の
中
頃
、
宮
崎
県
西
臼
杵

郡
の
高
千
穂
町
社
会
簾
協
議
会

｀
か
ら
、
広
報
課
に
手
紙
が
届
き
ま

し
た
。

手
紙
に
は
、
昨
年
九
州
地
方
を

襲
っ
芸
侃
1
3
号
の
見
舞
金
の
お

礼
を
「
善
意
の
人
に
伝
え
て
」
と

書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

ひ
と
り
の
宇
治
市
民
が
、
昨
年

九
月
か
ら
今
年
6
月
末
ま
で
十
一

回
に
わ
た
り
、
出
″
円
近
ぐ
見
舞

金
名
習
れ
て
い
ホ
チ
。
こ
の
人

は
、
市
内
在
住
の
Ｔ
・
Ｍ
さ
ん

（
匿
名
）
で
、
昨
年
夏
に
家
族
で

ｔ
『
千
穂
町
へ
観
光
に
行
き
、
地
元

の
お
ば
あ
さ
ん
に
、
親
切
に
さ
れ

た
こ
と
が
楽
し
い
旅
の
思
い
出
に
。

そ
の
後
、
高
千
穂
町
の
ふ
鼠
の
被

害
を
知
り
、
早
速
見
舞
金
か
遥
ら

れ
た
の
が
、
今
日
ま
で
つ
づ
い
て

い
未
了
。

Ｔ
・
Ｍ
さ
ん
の
た
び
重
な
る
好

意
に
高
千
穂
町
社
会
福
祉
協
議
会

は
、
市
政
だ
よ
り
か
通
じ
て
、
お

礼
を
申
し
あ
げ
た
い
と
結
ん
で
い

ま
す
。
（
広
報
課
）

ぐ
る
み
で
、
防
火
、
陪
火
に
つ
い

て
心
が
け
る
よ
ラ
努
め
ま
し
ょ
う
。

（
宇
治
市
消
防
本
部
）

ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議
会
の

新
委
員
決
ま
る

宇
治
市
ス
キ
・
Ｉ
・
ツ
振
興
審
議

会
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
ラ
改

選
が
、
こ
の
ほ
芦
行
わ
れ
ま
し

た
。こ

の
審
議
会
は
、
昭
和
五
十

六
年
に
発
足
。
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
て
、
市
民
の
心
身
の
健
全
な

宇治市スポーツ振興審議会委員（敬称略）

健全な明日をめざして（府下高校陸上競技大会・太陽が丘）

邪
達
と
、
明
る
ぐ
豊
か
な
生
活

づ
く
り
牽
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

委
員
は
。
任
期
が
二
年
で
地
域

に
根
ざ
し
た
襲
深
育
の
充
実

を
図
る
た
め
、
各
方
面
か
ｍ

ぼ
れ
て
い
未
了
。（

市
民
体
育
課
）

員
委
時
臨

員委

堀
喜
代
蔵

竹
内
正
照

鳥
倉
友
次

和
田
安
治

山
本
孝
昭

藪
内
治

堀
井
洋
子

藤
井
政
信

福
山
秋
文

福
本
忠
雄

広
瀬
浩
二

蜂
須
賀
弘
久

栗
田
正
男

木
田
正
雄

今
西
圭
子

井
上
学

前
窪
義
由
紀

加
藤
吉
辰

宇
治
市
企
画
管
理
部
参
事
・
国
体

準
備
室
長

者
験
経
識
知 一

日
本
キ
ャ
ン
プ
協
会
上
級
指
導
貝

土
地
開
発
公
社
理
事

体
育
協
会
会
長

山
本
外
科
医
院
医
院
長

体
育
指
導
委
貝

3
Ｂ
体
操
指
導
者

体
育
振
興
会
連
合
会
会
長
．

体
育
指
導
委
貝
会
副
委
貝
長

ス
ポ
ー
ツ
少
キ
団
副
本
部
長

体
育
協
会
理
事
長

京
都
教
育
大
学
教
授

京
都
文
教
短
期
大
学
講
師

北
宇
治
中
学
校
校
長

児
童
・
婦
人
健
康
体
操
指
導
者

小
倉
小
学
校
校
長

市
議
会
文
教
福
祉
常
任
委
貝
会
副

委
貝
長

市
議
会
文
教
福
祉
常
任
委
貝
会
委

貝
長
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多
間
の
茶
師
に
、
廃
業
、
絶
家

が
相
次
ぎ
、
文
化
年
間
（
一
八

〇
四
上
八
）
以
後
は
、
わ
ず

か
に
十
三
家
と
な
っ
で
い
た
。

と
こ
ろ
で
「
御
通
」
と
い
う

名
称
は
、
天
正
十
年
（
一
五
八

「
御
通
」
と
呼
ば
れ
た
茶
師
二
）
の
本
能
寺
の
変
の
際
に
、

の
家
格
ａ
ヽ
御
茶
師
三
作
ぷ
堺
か
ら
ま
城
の
間
道
伝
い
に

の
ラ
ち
で
最
も
低
い
も
の
と
さ

れ
て
い
た
。
し
か
し
、
仲
ヶ
間

の
家
数
は
最
も
多
く
、
近
世
中

期
以
前
に
は
、
三
十
数
家
の
茶

師
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

河
崎
徳
意
ら
に
幕
府
御
用
茶
の

調
進
か
命
じ
た
と
い
う
の
で
あ

る
。
仲
晶
成
立
以
後
は
、
沁

い
ぱ
ら
江
戸
幕
府
が
用
い
る
極

揃
の
茶
を
納
入
す
る
役
割
を
担

っ
て
い
た
。

近
世
後
期
に
な
る
と
御
通
茶

師
の
数
が
減
り
、
定
め
ら
れ
た

は
、
不
況
の
お
り
か
ら
御
物
御

茶
師
の
茶
を
多
量
に
販
売
で
き

る
と
い
う
利
点
が
あ
っ
た
か
ら

で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ

て
御
通
茶
師
の
反
発
を
買
っ
た

こ
と
が
知
ら
元
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
宇
治
茶
師
三
仲

ヶ
間
は
、
そ
れ
ぞ
れ
毎
年
二
名

宇
治
茶
師
三
仲
ヶ
間
（
そ
の
三
）

前
回
に
密
た
宍
に
、
上
三
河
へ
逃
れ
た
徳
川
諾
の
一
御
詔
用
が
十
分
果
た
せ
な
小

位
に
あ
肩
溺
茶
師
仲
晶
行
を
、
茶
師
河
崎
徳
意
家
の
祖
、
獣
態
が
生
じ
た
。
そ
の
と
扁

に
欠
員
が
生
じ
る
と
、
こ
の
仲
又
左
衛
門
が
、
上
林
掃
部
丞
ら
物
御
茶
師
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
手

ヶ
間
か
ら
昇
格
さ
せ
る
例
で
あ

り
、
ま
た
御
通
茶
師
の
多
く
が

営
業
規
模
の
小
さ
い
家
で
あ
っ

た
こ
と
も
あ
っ
て
、
こ
の
仲
ヶ

間
に
は
激
し
い
変
遷
が
み
ら
れ

る
。
多
額
の
負
債
か
抱
え
た
仲

と
共
に
道
案
内
を
し
て
、
家
康

の
難
儀
を
た
す
け
μ
事
御
通

り
あ
そ
ば
さ
れ
た
と
い
ろ
朕

事
に
よ
っ
て
名
付
け
ら
れ
た
も

の
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
家
康

は
そ
の
時
の
功
績
に
よ
っ
て
、

代
（
使
用
人
）
た
ち
に
「
御
通

仲
ヶ
間
外
席
」
と
い
う
地
位
を

与
え
て
、
御
通
御
用
を
援
助
さ

せ
て
い
る
。
無
格
の
茶
業
者
を

御
通
茶
師
仲
ヶ
間
に
加
入
さ
せ

ず
に
、
手
代
盈
砥
用
さ
せ
た
の

ず
つ
の
茶
師
を
「
年
行
事
」
と

称
す
る
当
番
に
当
て
、
そ
の
仲

ヶ
間
を
代
表
さ
せ
て
い
た
。

合
計
六
名
の
年
行
事
は
、
仲

ヶ
間
相
互
の
連
絡
や
茶
師
各
家

へ
の
触
れ
の
通
達
に
あ
た
り
、

毎
年
々
頭
・
八
朔
・
歳
暮
な
ど

に
、
茶
師
各
家
が
揃
っ
て
行
う

京
都
所
司
代
、
同
町
奉
行
、
御

茶
師
頭
取
な
ど
へ
の
各
種
の
あ

い
さ
つ
、
そ
の
際
の
贈
答
品
の

調
達
、
諸
費
用
の
徴
収
な
ど
一

切
の
世
話
に
あ
た
っ
た
。
御
茶

壷
道
中
に
関
す
る
茶
の
壷
詰
め

の
際
に
も
、
こ
の
年
行
事
が
中

心
的
役
割
を
担
っ
た
こ
と
は
、

言
う
ま
で
も
な
い
。

三
仲
ヶ
間
の
茶
師
は
、
そ
の

身
分
が
京
都
の
東
・
西
町
奉
行

の
支
配
下
に
あ
り
、
幕
府
へ
の

御
茶
御
用
に
つ
い
て
は
、
御
茶

師
頭
取
両
上
林
家
の
通
達
を
う

け
て
、
そ
の
職
務
に
従
事
す
る

と
い
う
、
二
筋
の
支
配
に
し
ば

β
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
歴
史
資
料
室
）

―
－
Ｉ
－
1
4
1
1
1
1
－
1
1
1
1
1
－
－
―
－
―
－
1
1
1
1
－
Ｉ
宇
治
市
史
全
六
巻
発
充
中

宇
治
市
史
は
、
各
巻
四
千
円

で
、
全
ハ
巻
発
売
中
。
歴
史
資

料
室
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

茶師の躰（てい）＜「宇治黄葉図」部分＞

―58年上半期火災救急統計からー

7
千
万
円
が
灰
に

宇
治
市
消
防
本
部
は
、
こ
の
ほ

ど
、
昭
和
五
十
八
年
上
半
期
（
一

月
か
皇
〈
月
ま
で
）
の
火
災
・
救

急
統
計
を
ま
と
め
ま
し
た
。

今
年
上
半
期
の
特
徴
は
、
火
災

件
数
が
減
り
、
救
急
の
出
動
件
数

は
増
え
て
い
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、

り
災
に
よ
る
損
害
額
は
、
火
災
件

数
が
減
り
な
が
ら
も
、
わ
ず
か
な

が
ら
増
え
て
い
ま
す
。

建
物
火
災
、
負
傷
者

と
も
に
減
る

今
年
の
上
半
期
の
火
災
件
数
は

二
十
八
件
で
、
昨
年
同
時
期
に
比
同
時
期
の
六
千
九
百
四
十
一
万
三

べ
る
と
二
件
減
と
な
っ
て
い
康
ｙ
。
千
円
に
比
べ
る
と
、
わ
ず
か
な
増

こ
の
う
ち
、
半
数
以
上
の
土
ハ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
、

件
は
建
物
火
災
で
、
昨
年
同
時
期
そ
の
他
火
災
に
よ
る
損
害
額
が
昨

に
比
べ
て
五
件
減
、
焼
損
面
積
で
年
同
時
期
の
一
万
四
千
円
に
比
べ

三
百
八
十
三
平
方
μ
の
減
と
な
っ
る
と
四
百
土
〈
万
二
千
円
と
大
幅

て
い
ま
す
。
一
方
、
そ
の
他
の
火

災
に
よ
る
焼
損
面
積
で
は
、
五
百

四
十
五
て
と
昨
年
同
時
期
に
比
べ

て
五
百
二
十
リ
も
の
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
り
災
に
よ
る
損
害
額
は

七
千
五
十
九
万
八
千
円
と
。
昨
年

ちょつとしたすきに火魔が……

に
増
え
て
い
ま
す
。
彊
災
に
よ
る

死
傷
者
は
、
死
者
が
一
人
で
、
昨

年
同
時
期
に
比
べ
る
と
、
死
者
一

人
増
、
負
傷
者
四
人
減
と
な
っ
て

い
未
了
。
こ
の
ぷ
つ
に
件
数
が
減

と
な
っ
て
い
る
な
か
で
も
、
そ
の

他
火
災
の
焼
損
面
積
と
損
害
額
が
、

大
奇
ぐ
増
え
て
い
季
子
。

こ
れ
は
、
三
月
に
五
ヶ
庄
で
発

生
し
た
茶
摘
み
前
の
茶
園
の
襄
火

が
あ
っ
た
た
め
で
す
。

気
の
ゆ
る
み

不
注
意
が
原
因
に

さ
ら
に
、
月
別
の
発
生
状
況
を

み
毒
了
と
、
三
月
が
七
件
で
一
番

多
く
、
つ
づ
い
て
四
月
、
六
月
が

五
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
盛
火
の
原
因
を
み
ま

す
と
、
最
も
多
い
の
が
タ
バ
コ
の

六
件
、
つ
い
で
火
遊
び
四
件
、
放

火
（
疑
い
む
含
む
）
四
件
と
な
っ

て
い
求
了
。
そ
の
他
で
は
、
た
き

火
三
件
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
ニ
件
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
暖
か
く

な
口
か
け
て
き
た
唄
の
、
ち
ょ
っ

と
し
た
気
の
ゆ
る
み
、
不
注
意
が

火
災
の
原
因
に
な
る
こ
と
が
■
ｒ
ｖ
Ｓ

が
え
卓
子
。

急
病
、
交
通
事
故
で

救
急
出
動
が
増

救
急
の
出
動
件
数
は
、
千
三
百

四
十
八
件
で
昨
年
同
時
期
に
比
べ

る
と
、
七
十
五
件
増
加
。

出
動
内
容
別
で
は
、
急
病
が
六

百
二
十
五
件
で
、
昨
年
同
時
期
に

比
べ
て
八
十
件
増
。
交
通
事
故
が

三
百
九
十
九
件
で
二
十
五
件
増
と

一 － 一 ・ 一

消し忘れないで

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
急
病
、

交
通
事
故
、
一
般
負
傷
で
千
百
八

十
五
件
と
な
り
全
体
の
八
八
％
を

占
め
て
い
水
子
。

◇

こ
れ
か
ら
、
夏
休
み
も
本
番
、

子
供
の
火
遊
び
、
花
火
、
水
泳
と
、

ち
ょ
っ
と
し
た
気
の
ゆ
る
み
で
、

大
き
な
事
故
に
つ
な
が
る
機
会
が

多
く
な
り
ま
す
。

毎
日
の
生
活
の
な
か
で
、
家
族

火災の

原因 宇
治
市
史
の
窓

市
政
短
信

（その101）

タバコがトップ

火災月別発生状況
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台ｒｔＪｊ攻だより宇

毎
月
第
2
土
曜
日
が
休
業
に

銀
行
な
μ
于
べ
て
の
金
融
機
関
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

で
は
、
今
月
十
三
日
か
ら
全
国
一

斉
に
、
毎
月
第
二
土
曜
日
聚
休
業

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
市
役
所
の
銀
行
派

出
所
窓
口
も
毎
月
第
二
土
曜
日
は

閉
鎖
に
ま
す
。

何
か
と
ご
不
便
を
お
か
け
い
た

し
ま
す
が
、
と
く
に
、
次
の
こ
と

に
つ
き
ま
し
て
、
ご
理
解
と
ご
協

公
金
の
受
け
取
り
は

前
日
ま
で
に

▼
当
日
の
各
種
公
金
の
支
払
い
は

出
来
ま
せ
ん
の
で
、
前
日
ま
で

に
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

▼
当
日
の
税
金
、
国
民
健
康
保
険

料
な
ど
の
納
付
は
、
で
き
る
だ

宇
治
里
尻

塚
本
宙
ち
ゃ
ん

童詔ｌやコマーシャルに合わせて

体を振る、音楽好きのめぐみちゃ

ん。元気一杯の女の子てす。

この欄に掲載するお子さん（57

年8月生まれ）を募集しています。

文書広報課へご連絡ください。

今月から

け
第
二
土
曜
日
は
避
け
て
い
た

だ
き
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の

間
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
お
受
け
取
り
や
ご
納
付

に
は
、
な
る
べ
く
便
利
で
安
全

確
実
な
銀
行
振
替
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
（
会
計
課
）お
知
ら
せ

市
職
員
を
募
集

市
職
員
翼
″
集
し
毒
ｙ
。

○
土
木
技
師
・
：
昭
和
2
8
年
4
月
2

日
～
4
0
年
4
月
1
日
に
生
書
れ
、

学
校
教
育
法
に
よ
喜
同
等
学
校

以
上
の
学
校
で
土
木
の
課
程
を

修
得
し
た
人
。
Ｌ
人
募
集
。

ｙ
試
験
・
・
・
8
月
1
3
Ｅ
出
、
午
前

9
時
か
ら
▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
市
職

員
会
館
▼
申
し
込
み
・
：
市
販
の
履

歴
書
に
記
入
し
、
最
近
6
ヵ
月
以

内
の
本
人
の
写
真
を
は
り
、
職
員

課
に
あ
る
申
込
書
夕
添
え
て
、
8

月
2
日
か
品
日
ま
で
に
職
員
課

へ
。
郵
送
に
よ
る
受
け
付
け
は
し

ま
せ
ん
。
（
職
員
課
）

中
学
卒
業
（
程
度
）

認
定
試
験

病
弱
な
ど
の
や
む
舎
兄
な
い
事

情
で
、
義
務
教
育
諸
学
校
に
就
学

す
る
こ
と
が
宣
子
、
就
学
か
猶

予
・
ら
際
さ
れ
な
人
を
対
象
に
中

▲市役所本館一階にある銀行派出所窓口

学
卒
業
認
定
試
験
が
行
わ
れ
ま
す
。

合
格
さ
れ
た
人
に
は
、
高
等
学
校

入
学
資
格
が
与
冬
公
笛
ヂ
。

▼
と
き
・
・
・
Ｈ
月
8
日
脚
▼
申
し

込
み
・
・
・
8
月
1
1
日
出
か
ら
9
月
1
0

日
出
ま
で
に
、
京
都
府
教
育
庁
指

導
部
学
校
教
育
課
（
豊
に
…
－
4
5
1
－

8
1
1
1
）
へ
▼
試
験
科
目
…
国

語
、
社
会
、
数
学
、
理
科
、
外
国

語
（
英
語
・
ド
イ
ツ
語
・
フ
ラ
ン

ス
語
の
い
ず
れ
か
）
。

な
お
、
点
字
で
受
験
さ
れ
る
人

は
、
で
き
る
だ
け
早
め
に
申
し
込

ん
で
ぐ
だ
さ
い
。

（
学
校
教
育
課
）

市
民
総
合
体
育
大
会

（
陸
上
競
技
の
部
）

第
1
7
回
市
民
総
合
体
育
大
会
・

陸
上
競
技
の
部
が
開
か
れ
未
了
。

▼
と
き
・
・
・
9
月
4
日
間
、
受
け

付
け
午
前
8
時
～
8
時
汽
（
雨
天

決
行
）
▼
と
こ
ろ
・
・
・
太
陽
が
丘
陸

市民総合体育大会・陸上競技の種目

公民館のお知らせ
第
2
4
回
ジ
ュ
ニ
ア
教
室

〈
木
の
工
作
▽

夏
休
み
の
思
い
出
に
、
木
か
便

っ
た
工
作
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

お
友
だ
ち
と
一
緒
に
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

Ｏ宇治市公民館…宇治里尻7ｉの

9（ａＲ2804）

○宇治市木幡公民館…木幡内畑

34の7（ａ⑩8290）

○宇治市小倉公民館…小倉町寺

内91（ａｃ4687）

▼
と
き
…
8
月
1
9
日
出
、
午
前

1
0
時
～
午
後
1
時
▼
と
こ
ろ
…
小

倉
公
民
館
▼
指
導
・
：
宇
治
市
野
外

活
動
サ
ー
ク
ル
会
員
・
林
正
剛
さ

ん
▼
対
象
・
：
小
学
校
4
年
生
以
上

の
児
童
・
牛
徒
▼
定
員
・
：
4
0
人
（
先

着
順
）
▼
材
料
費
・
・
・
百
円
▼
申
し

込
み
・
・
・
材
料
費
夕
添
え
て
小
倉
公

民
館
へ
。

第
2
5
回
ジ
ュ
ニ
ア
教
室

Λ
紙
の
工
作
▽

ク
ラ
フ
ト
紙
か
使
っ
て
、
モ
ビ

ー
ル
を
つ
く
り
ま
す
。

▼
と
き
・
・
・
8
月
2
5
日
困
、
午
前

1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
…
小
倉
公

民
館
▼
指
導
・
・
・
小
倉
公
民
館
登
録

つ
ま
み
手
芸
サ
ー
ク
ル
会
員
▼
対

平
・
小
学
校
1
4
年
生
以
上
の
児
童

・
生
徒
▼
定
員
…
4
0
人
（
先
着
順
）

▼
材
料
費
・
：
百
円
▼
申
し
込
み
…

材
料
費
舎
序
汽
て
小
倉
公
民
館
へ
。

◇

な
お
、
申
し
込
み
は
一
人
一
教

室
に
限
り
ま
す
。

老人大学で

学びませんか
こ
と
し
も
、
老
人
大
学
が
開
か
れ
ま

す
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
程
・
内
容
…
左
表
の
と
お
り
。

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
9
時
か
ら
1
1
時

半
ま
で
▼
会
場
・
：
宇
治
市
民
会
館
▼
対

象
・
：
6
0
歳
以
上
の
宇
治
市
民
▼
受
講
料

：
ｉ
人
百
円
▼
受
講
申
し
込
み
…
8
月

6
日
ま
で
に
。
喜
老
会
会
員
の
か
た
は

受
講
料
を
添
え
て
、
各
単
位
ク
ラ
ブ
の

会
長
さ
ん
へ
。
一
般
の
か
た
は
、
受
講

料
を
添
え
て
喜
老
会
事
務
局
（
総
合
福

祉
会
館
二
階
）
へ
直
接
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
お
問
い
合
わ
せ
は
、
喜
老
会

事
務
局
（
豊
⑩
0
1
8
7
）
へ
。
（
福
祉
課
）

一一一一一一一一ｒ
一

一一

な ツ ？ 7 オ
昌
ｓ
と
き

生
き
る
こ
と
の

救
い

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

日
本
民
謡
梅
若
流

老
人
の
健
康

に
つ
い
て

老
人
と
性

お
年
寄
り
の

生
き
方

若
い
者
に

負
け
ら
れ
な
い

老
後
の
家
庭

人
生
の
余
韻
を

高
め
よ
う
内
容

誓
澄
寺
高
僑
良
和
住
職

朝
寿
忠
会

宇
治
保
健
所
岸
田
英
夫
所
長

日
本
性
教
育
研
究
会
常
務
理
事

今
村
要
道
さ
ん

京
都
府
高
齢
者
福
祉
課

古
田
三
枝
子
課
長

宇
治
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議
会
委
員
・
体
操
指
導
員

今
西
圭
子
さ
ん

宇
治
警
察
署
交
通
課
固
本
晴
夫
課
長

京
都
産
業
大
学
講
師

小
林
鳳
円
さ
ん

講
師

移
動
図
書
館
（
8
月
分
）

そ
よ
か
ぜ
号
巡
回
日
程

〈
市
民
図
書
室
の
休
室
日
〉
8
月
は
、
毎
週
月
曜
日
と
3
1
日

困
で
す
。

3
0
日
ｇ

2
5
日
ｇ

2
4
日
ｓ

2
3
日
叫

1
8
日
團

1
7
日
南

日

御
蔵
山

六
地
蔵

木
幡
岡
屋
東
南
山

広
岡
谷

南
陵
町

黄
業
南
山
明
星
町

志
津
川

福
角
地
区

1
4
一
3
0
～
1
6
‥
1
0

1
3
一
3
0
～
1
4
‥
1
0

1
4
‥
5
0
～
1
6
一
1
0

3
・
0
4
・
0
1
－
3
～
―
・
2

4
・
0
5
・
0
1
｜
3
～
―
・
5

1
3
‥
3
0
1
1
4
‥
1
0

4
・
0
５
・
0
―
ａ
0
～
1
‘
4

5
・
0
6
ー
0
―
・
―
～
Ｉ
・
0

1
4
一
0
0
～
1
4
‥
5
0

4
・
0
5
・
0
1
゛
3
～
1
・
3

3
・
0
4
・
0
1
Ｉ
3
～
1
・
0

0
・
0
1
9
0
1
・
Ｏ
～
1
・
0

駐
車
時
間

御
蔵
山
小
学
校

六
地
蔵
公
八
．
忿
苦
悶

本
幡
公
民
館
前

岡
Ｍ
小
乍
校

梅
垣
タ
バ
コ
店
前

明
ー
似
育
園
上
几

二
丁
‐
公
園
前

万
柚
ｙ
虹
収
場

南
山
ロ
ー
タ
リ
ー

明
星
集
会
所
前

竹
久
商
店
横
広
場

南
部
小
学
校

駐
車
場
所

221

上
競
技
場
▼
種
目
…
左
表
▼
参
加

資
格
・
：
（
1
部
）
陸
協
登
録
者
、

小
・
中
学
生
、
（
1
部
）
陸
協
登
録

者
以
外
▼
参
加
料
・
：
小
・
中
学
生

無
料
、
高
校
生
・
一
般
五
百
円
▼

申
し
込
み
…
8
月
1
0
日
ま
で
に
。

広
野
町
尖
山
2
－
2
2
3
長
棟
秀
之
さ

ん
か
、
五
ヶ
庄
三
番
割
財
宇
治
市

体
育
協
会
へ
。
（
市
民
体
育
課
）

ち
び
っ
こ
す
も
う
教
室

▼
と
き
…
8
月
1
4
日
間
、
午
前

1
0
時
か
ら
▼
と
こ
ろ
・
：
三
室
戸
小

学
校
▼
目
的
・
内
容
・
・
・
青
少
年
の

徳
育
に
寄
与
す
る
こ
と
か
目
的
に
、

日
本
相
撲
普
及
協
会
の
協
力
ｍ

て
、
す
も
う
の
手
ほ
ど
さ
か
曼
け

た
り
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
試
合
も
し

師．Ｈ 1部 2部

男

子

ｌｏｏｍ小学’ｋ卜ｌ”幸生．ｉ高校・一一・ｉ高仕一一般

■ｌｏｏｍ
－
中乍ｉｉ 高権・一般

－

Ｘ（Ｏｍ小乍’ｋ中乍－Ｉ．鳥校・－む
－

1ＳＯＯｍ － － 鳥校・－ｎ －

31）0（1ｍ －’－Ｉ’乍’ｋ
－ －

5001）ｍ
－ － 高ｔｉ・一ぬ 鳥ｔｉ：・一般

走’）幅とひ 一 中■ＴＡ．鳥校・－ｎ －

走り鳥とひＩ－｜中’／・・■4：鳥校・一般 －

砲九投 － 中■ｔ’ｈ鳥校・一般 －

圓ｍリレー 小乍’｛＊．－ 鳥校・―ｎ
～－

800ｍリレー － 中学生 － －

女

子

101）ｎｉ小乍生 中学生 鳥仕・一ぬ 高ｔｉ・一む

40（｝ｍｌ－ － 鳥校・一＜’ｉｉ－
800ｍｌ－ 中乍生 鳥ｔｉ・一般 鳥ｔｉ・一般

走’）幅とび － 中■Ｔ’ｋ鳥校・－・般
－

走り鳥とび
－
中乍生 鳥校・－ｎ

－

砲丸投
－
中学生 鳥校・－ｉｉ

－

401）ｍリレー小乍十 中学生 高校・一む
－

未
了
。
最
後
に
、
チ
ャ
ン
コ
な
べ

を
味
わ
い
ま
ず
▼
対
象
…
市
内
在

住
の
小
学
校
一
年
生
か
ら
中
学
校

三
年
生
ま
で
。
女
子
も
参
加
で
き

ま
す
▼
定
員
・
：
2
0
0
人
（
先
着
順
）

▼
申
し
込
み
・
：
は
が
き
に
住
所
、

氏
名
、
学
校
名
、
学
年
、
電
話
番

号
を
書
い
て
、
8
月
1
0
日
ま
で
に

菟
道
田
中
1
8
1
Ｈ
、
一
堀
侑
稔
さ
ん

（
ａ
⑩
6
3
5
7
）
へ
。
（
市
民
体
育
課
）

市
民
図
書
室お

は
な
し
会

宇
治
市
民
図
書
室
で
は
、
サ
ー

ク
ル
「
絵
本
の
会
」
と
共
催
で
、

子
μ
石
た
ち
に
お
話
の
楽
し
さ
や

お
も
し
ろ
さ
を
昧
わ
せ
た
り
、
本

へ
の
興
味
を
も
た
せ
る
た
め
お
は

な
し
蓋
を
開
き
ま
す
。

▼
と
き
・
・
・
7
月
2
9
日
倒
と
8
月

1
2
日
出
、
い
ず
れ
も
午
前
1
0
時
半

Ａ
Ｈ
時
▼
と
こ
ろ
・
：
宇
治
市
公
民

館
第
2
和
室
▼
内
容
・
・
・
読
み
聞
か

せ
、
紙
芝
居
▼
対
象
児
童
・
：
幼
稚

園
児
～
小
学
校
低
学
年
。

（
市
民
図
書
室
）

「
数
字
と
グ
ラ
フ
で

み
る
宇
治
市
」
を
発
行

小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
の

夏
休
み
中
の
学
習
資
料
と
し
て
、

「
数
字
と
グ
ラ
フ
で
み
る
宇
治
市
」

が
で
き
ま
し
た
。
Ｂ
5
版
8
9
ペ
ー

ジ
、
発
行
部
数
4
0
0
部
で
す
。
必
要

な
人
に
、
市
役
所
玄
関
ま
た
は
企

画
課
で
お
渡
し
し
示
ｙ
。

（
企
画
課
）

秋の市営結婚式

挙式可能日…10月8日，9日、20日，26日、

29日，30日、ｎ月3日，15日、24日，27日、

30日。いずれも午前と午後2回。

8月10日までに、市民会Ｉｔ（ａ＠2804）

へご予約ください。

8
月
の
献
血

▼
1
0
日
困
、
保
健
医
療
セ
ン
タ

ー
＝
午
前
1
0
時
～
正
午
と
午
後
1

時
～
3
時
半
▼
2
2
日
囲
、
宇
治
シ

ョ
″
プ
セ
ン
タ
ー
ー
午
前
1
0
時
～

正
午
、
宇
治
病
院
＝
午
後
1
時
半

～
3
時
半
。
（
保
健
予
防
課
）

犬
・
猫
の
引
き
取
り

▼
8
月
9
日
脚
、
木
幡
公
民
分

館
―
午
前
1
0
時
4
0
分
、
小
倉
公
民

館
＝
午
前
1
0
時
印
分
、
旦
椋
公
会

堂
ａ
午
前
1
1
‥
‥
時
1
0
分
、
宇
治
保
健

所
＝
午
回
Ｈ
時
2
0
分
。

（
環
境
保
全
課
）

8月10日

宇
治
川
納
涼
花
火
大
会

▲昨年の花火大会

今
年
も
、
恒
例
の
花
火
大
会
が

八
月
十
日
に
開
か
れ
ま
す
。
ご
家

族
そ
ろ
っ
て
、
夏
の
夜
の
フ
ァ
ン

タ
ジ
ー
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
点
火
場
甲
・
打
敬
上
げ
花
火

（
国
鉄
宇
治
川
鉄
橋
下
流
）
、
仕
掛

花
火
（
府
立
宇
治
公
園
中
の
島
）
。

宇
治
橋
付
近
は
と
く
に
混
雑
1
ま

す
の
で
。
立
ち
正
ま
ら
な
い
で
ぐ

だ
さ
い
。

▼
プ
ロ
グ
ラ
ム
…
午
後
6
時
ａ

府
繋
音
楽
隊
パ
レ
ー
ド
。
6
時
4
5

分
＝
た
そ
が
れ
コ
ン
サ
ー
ト
（
中

の
島
メ
イ
ン
会
場
）
。
7
時
半
＝
宇

治
川
先
陣
太
鼓
。
8
時
＝
花
火
点

火
。
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
八
月
初
旬

の
新
聞
に
折
り
込
み
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
ご
覧
ぐ
だ
さ
い
。
お
問
い
合

わ
せ
は
、
宇
治
観
光
協
会
（
き
⑩

～
3
4
）
へ
。
（
商
工
観
光
課
）

市
役
所
の
銀
行
派
出
所
窓
口
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1（月）
●心配ごと相談（総合福祉会館13時～15時）

幼児相談（保健医療センター13時半～14時半）

2㈹
－

一

一

一

－

交通事故巡回相談所

とき8月10日（水）・24日（水）午前9時～午後4時

ところ宇治市宇治若森京都府宇治地方振興局

内容●交通事故の法律問題

●示談のしかた●賠償額の算定●訴訟、調停

のしかた●自賠責保険などの利用、臍求のし

かた他。

お問い合わせ宇治地方振興局ｎＲ2970

3困

4Ｗｉ
●法律相談（総合福祉会館13時半～15時半）

人権相談（市民会館10時～15時）

5ｆｉ
血圧相談（川東集会所9

時半～11時）

6山

7⑧

8（月）
●’Ｃ－配ごと相談（総合福祉会館13時～15時）

乳児相談（保健医療センター9時半～ｎ時）

9ｍ ●年金相談（総合福祉会館10時～正午）

ｌｏ困移動消費生活相談（南陵集会所10時～15時）

＼困 ●法律相談（総合福祉会館13時半～15時半）

12（ｉ皿辻伺眠（開公氏ｉ＆知り時半～11時）青少年問題の悩みなど
お気軽にご相談を。

13（ｉ）

レ宇治こころの電話ｙ＝
0774－24－0800．・14⑧

日曜・祝日除く毎日午前9時～午後6時に受け付け。

（電話番号はお間違いのないように／）

15ｔ月）

16㈹
回

市役所清掃事務所

　TEL223141番

開町（国道筋を除く全域）8／118広野町（小根尾、大開、尖山、宮谷、中島、丸山）■

西大久保府営住宅（1～20棟）

広野町（桐生谷、一里山、東裏、寺山、国道筋を除く西裏・茶屋裏）

219大久保町（北ノ山、山ノ内、南ノロ、大竹、上ノ山、久保）

西大久保府営住宅（21～32棟）

安田町（全域）伊勢田町（名木、浮面、蔭田、中ノ田、中ノ荒、新中

ノ荒．ウトロ、南山）320開町（国道筋）

広野町（成田、新成田、国道筋の西裏・茶屋裏、派出所前から近鉄踏切までの府道筋）

大久保町（田原、日椋、平盛、井ノ尻、南ノロ一部）

宇治（半白）

422小倉町（新田島を除く近鉄以東の全域、西山）羽拍子町（国道筋）

伊勢田町（北山、大谷、若林、井尻．中山、毛ｉ§）

小倉町（南浦、山際、京銀前から南京信前までの市

23道筋以南の西浦）5伊勢田町（遊田、’砂田）

西大久保府営住宅（33～43棟）

小倉町（蓮池、堀池、南堀池、京銀前から南京信前624までの市道筋以北の西浦）

伊勢田町（南遊田）

棋島町（全域）825小倉町（近鉄以東の新田島）

宇治（戸ノ内、蔭山、国鉄以北の御廟，天神）
木ｔｉ（平尾、須留、御蔵山、畑山田、御園、陣ノ926内、赤塚、花揃、金草原、北畠、桧尾、北山

畑、国鉄以東の正中・東中）

六地蔵（全域）木幡（河原、北畠、西中．内畑、大瀬戸、西浦、

1029中村、南山畑、南山、南端、国鉄以西の正中・東中）

五ヶ庄（広岡谷、国鉄以東の芝ノ東）

木幡（熊小路）五ヶ庄（雲雀島、谷前、西田、古川、北ノ庄、西川

原．壇ノ東、寺界道、野添、大林、梅林、西11－30浦、新開、平野、折坂、福角、－・二・三番

割．国鉄以西の芝ノ東）蒐道（平町）

五ヶ庄（大八木島、上村、岡本．日皆田、一里塚．戸ノ内、京大宿舎）

12，蒐道（平町を除く全域）3明星町（全域）

志津川（全域）宇ａｓ（山本．乙方、東内、又振、山田）

宇洽（里尻、小桜、宇文字．壱番、妙楽、蓮華、塔川、善法、東山．下居、琵琶、野神、弐番、

139／1池森．米阪、矢落、若森、国鉄以南の天神）白川（全域）

折居台（全域）

小倉町（奥畑）南陵町（全域）

羽拍子町（国道筋を除く全域）179／2神’明（全域）

宇治（蛇塚、大谷、野神一部）琵琶台（全域）

広野町（小根尾一部）

し尿収集

日程表

城南衛生管理組合

八幡市八幡沢
ＴＥＬ075－631－5171～3

す
み
よ
い
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
（
宇
治
市
民
憲
章
か
ら
）

六地蔵・木幡・五ヶ庄・菟道・炭山・笠取地域

124北御蔵山（平尾）、中御蔵山、町並、奈良町、畑町炭山全域

正中（国鉄以西）、西中一部、東中（国鉄以西）、陣之内（国鉄以西）、河原、徳永、柿ノ木町、225一丁目、札ノ辻町、紺屋町

326内畑、西中、中村（国鉄以西）、大瀬戸（国鉄以西）Ｉｆノ東、西浦熊小路南端（国鉄以丙ｊ
427大林、梅林、芝ノ東（国鉄以西），西浦一部

630寺界道、古川、西田、北ノ庄、野添、谷前、西浦一部梅林官有地、大林一部
831西浦一部、新開、平野府営住宅、折坂一部
99／1福角（国鉄以西）、日皆田、岡本、ト村大八太鳥
109／2車田―部、平町、一里塚、戸ノ内（ｉｌｓ島飛≫，）

119／3車田、丸山出口（国鉄以西）、森本（国鉄以丙）谷下り（国鉄以丙）
12笠取

12福角（国鉄以東）≪■坂（国鉄以東）平野一番割一番割三番割一部
17西浦（国鉄以東）ニ番ｉｌ｜芦ノ原ぐ府道両ｍ南端Ｃ国鉄以東）
18芝ノ東（府道ａ東），広岡谷、南山（Ａ）巾村ｆさつ含ヶ庄）
19南山（Ｂ）、金草原

20南山畑、北山畑、大瀬戸（国鉄以東）、巾村（国鉄以東）東中（国鉄以東）．北畠一部
22北畠、桧尾、平尾、須留
23花揃、赤塚、陣ノ内（国鉄以東）、御園，御蔵山、畑山田、北御園、正中（国鉄以東）、町並一部

白川・志津川・菟道・宇治・神明・広野町・開町・大久保町地域

124下居、善法壱番妙楽宇文字甲照ぐ国鈴以南丿塔川
225蓮華、乙方、東内又振、山田紅斎白川令井戸山太荒権田巾大垣内妙ｍ．志注川

森本（国鉄以東）、段ノ上、藪里．東西隼上り、東中、西中、河原．門前、只川、中筋、326池山、谷下り（国鉄以東）、出口（国鉄以東）

17田ＩＳ、井ノ尻日椋平盛南ノロ

北ノ山、山ノ内、上ノ山、大竹、茶Ｍ裏、久保、南ノロー部、西裏、寺山（国鉄以西）、18寺山（翠光園団地）

寺山．大開一部、宮谷、尖山一部、丸山、一里山（府道以南、市道以東）、中島、19石塚（心華寺通り以西）

20東裏、一里山、桐生谷、開町、石塚（心華寺通り以東）宮北一部
22小根尾、大開一部、尖山一部、宮東、宮西、宮ｉｔ

野神、大谷、弐番（府道以南）．大谷山（権見町）、琵琶、若ｍｍ鉄以南）、矢落（国鉄以南）、23壱番一部（宇治橋通り以北、宇治警察西側通り以西）

し尿収集日程変更のお知らせ

8月13日～16日までの4日間については。沢清掃工場の維持管理に伴う定期点検整俑のし尿収集は行いません。なお、このことにより8月17日以降1回目の収集日程は、通常より3～4日間の延長となりますのでご了承ください。

し尿収集の届出を！！

家族や同居人に増減があったり転出転居、浄化槽詮置｜などでし尿収集届出に異動があったときは、市役所清掃課へ届出てください。（城南衛生管理組合）

小倉町・伊勢田町・横島町・宇治・羽拍子町地域

124東目川、西目川、南落合（Ｏ～3の通りまで）

225南落合（4の通り以降～13の通りまで）
326南浦（100～110、84～98、30～33）．大累団地、山際一部
427南浦、西浦一部、神楽田一部（近鉄以西）

529山際、半白、薗場（大川原線以北）｀、大幡、北内、門口、幡貫、郡、石橋（大川原線以東）

630老ノ木、久保、西山（国道以東）蒲池

831東山、天王、寺内一部、蔭山、吹前、中川原（大川原線以東）、十一（大川原線以東、国道以東）、十六（国道以東）、十八（国道以東）

99／1寺内、西浦ｓ
109／2南堀池（本通り以北）、南堀池（本通り以南）
119／3南堀池（大和、田中）．ｍ池

12訂Ｌ脱獄詣晨がヽ゛語一部、中ノ荒、井尻、

17中山（近鉄以東）、大谷、西畑、中畑、春日森、－ノ坪．島前、大町、大川原、中川原（大川原線ｍ西）、石橋（大川原線以西）

18中山（近鉄以西）、毛語、若林
19羽拍子町

20蛇塚、弐番（府道以北）、池森、米阪

22北山Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ団地ヽ中央台ヽ西山（国道以西）ヽ神楽田（山中含む）

23戸ノ内、矢落（国鉄以北）、若森（国鉄以北）、里尻（国鉄以北）、小桜
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17俐 精神薄弱者相談（総合福祉会館13時～16時）

18困
●高齢者無料職業相談（総合福祉会館10時～15時）
●法律相談（総合福祉会館13時半～15時半）
　行政相談（市役所市民相談室10時～16時）
　乳児相談（広野公民分館9時半～11時）

19（i
血圧相談（城南荘集会所9時半～11時）

青少年相談（市民会館13時～16時）

20（±）●結婚相談（川束集会所13時～15時）

21⑨

22（月）
●心配ごと相談（総合福祉会館13時～15時）

　乳児相談（小倉公民館9時半～11時）

23（火）

24｛＊）
追魯＊法畑諮（Its丁含U婁

課10時～15時）
社会福祉協議会の相談（●印）

　1人で悩まず、お気軽にご相談

ください。総合福祉会館（市役所
から南へ200に）で相談を受けてい

ます。（社会福祉協議会＝総合福
祉会館内S⑩5650）

●’L－配ごと相談（民生児童委貝）
　よろず相談全般。毎週月曜日、

　総合福祉会館で。
●法律相談（弁護士）
　法律問題全般。総合福祉会館で。
●結婚相談（専任相談員）

　登録・紹介。
●高齢者無料職業相談（京都府社

　協・相談所員）
　高齢者の求人・求職など。

●年金相談（社会保険労務士）
　キ金全般。

25困
●法律相談（総合福祉会館

　13時半～15時半）
　移動市民相談（一番割集
　会所13時半～16時）

26（i

27出
●結婚相談（川東集会所13
　時～15時）

28⑧

29（月）
●心配ごと相談（総合福祉

　会館13時～15時）

30（勾

31團
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